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1.は じめ に
ビッグバ ンによって宇宙が誕生 した とき、他の粒子 と共 にニュー トリノが大量に生成 され 、今で
も宇宙背景ニュー トリノとして この宇宙空間を飛び交ってい ると考 えられ てい るが、それ を観測 し
た人 はまだ誰 もいない。ニュー トリノには3種 類の異なる質量固有状態があ り、現在 の素粒 子論で
は、重いニュー トリノは数THz程 度の電磁波(光 子)を 放出す るこ とに よって軽 いニュー トリノ
に崩壊す ることができる と考 えられてい る[1]。我々は、宇宙背景 ニュー トリノが崩壊す る際に放 出
す る光子 を検 出す るため、超伝導 トンネル接合素子検 出器 と呼ばれ る検 出器 の開発 を行 っているが、
この検 出器 が十分な性能 を示す ことを確 かめるには、開発 中の検 出器 に数THz付 近 の電磁 波を照
射 し、その性能評価 を行 う必要がある。本研 究の 目的は、遠赤外領域開発研究セ ンターの遠赤外分
子 レーザー装置 を用いて、その よ うな用途 に使 うことがで きる電磁波源 を開発す ることであ る。
2.実 験 方法
遠赤外領域 開発研 究セ ンターの遠赤外分子 レーザー装置 を稼働 させ、ニュー トリノ崩壊光子 の周
波数 として予測 されている3～8THz付近 の発振線 を確認 し、その出力を測定 した。 また、検 出器
の性能評価 を行 うためには、 この レーザー装置が発振す る連続波 を時間幅1μs程 度 のパルス波 に
変換す る必要があるので、チ ョッパーや回転 ミラーを用いて連続波 をパル ス化す る実験 も行 った。
3.結 果
CD30Hの蒸 気 を媒 質 と して用 いた ときに 、 目標 の周 波 数領 域 で種 々 の発 振 線 が確 認 され た。 中 で
も3.5THz(波長86.4μm)、5.7THz(52.9μm)、6.9THz(43.7μm)の発 振線 が特 に顕 著 で あ
っ た。 出力 は約4mWで あ った。 連 続 波 のパ ル ス化 につ い て は 、高 速 回転 す る ミラーで 連続 波 を反
射 させ る こ とに よ り、 φ1.5mmの受 光 素子 上 で 時 間幅3μsの パル ス波 が 得 られ る こ とを確 認 した。
4.ま とめ
今 回確認 された発振線 は、どれ も検出器 の性能評価 を行 う上で極 めて有用で ある。連続波のパル
ス化 についても、 目標 の時間幅にかな り近づけることができた。今後 、ミラー と受光素子問の距離
を調整す ることなどに よって、 さらに改良を重ねていきたい.
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